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  人工知能が新たなフェーズに入ったようである。『クラウドからＡＩへ アップル、グ

ーグル、フェイスブックの次なる主戦場』（１）の著者小林雅一氏は、最近の人工知能の動き

について、経緯ほか今回のブームの特徴などを次のように述べている。 

 

  人工知能の研究開発が始まったのは、１９５０年代からであるが、その後は期待感と、

その反動による冷遇という山あり谷ありのサイクルの繰り返しであった。その潮目が変わ

り始めたのは、１９９７年に米ＩＢＭが開発したＡＩコンピュータ、「ディープブルー」が、

当時のチェス世界チャンピオンであるガルリ・カスパロフ氏を打ち負かしてからと言われ

ている。今回は、かつてのアカディミックな人工知能ブームと異なり、けん引役となって

いるのが、アップル、グーグル、ＩＢＭ、さらにはマイクロソフト、フェイスブックなど

米国の主要ＩＴ・インターネット企業であり、産業応用への期待感が大きい。 

 

  また、最近の新聞報道などを見ても、人工知能を巡り、以下のようにＩＢＭ、グーグ

ル、フェイスブックなどが積極的に動き出していることが分かる。 

 

  2011年 2月、アメリカのクイズ番組『ジェパディ！』で、ＩＢＭの人工知能「ワトソ

ン」が人間のクイズ王２人を相手に勝利した（２）。米ＩＢＭはハードウェア事業の不振にあ

えいでいる（３）中で、この人工知能「ワトソン」事業の本格的な商用化に向け、２０００人

規模の事業部門新設と約１２００億円の投資を打ち出した（４）。すでに、「ワトソン」は米

国の医療機関では医師の診断支援システムとして導入されており、具体的な効果の検証作

業が進められている（５）。また、今後１０年間で約１００億円を投資して、アフリカ諸国の

政府機関や大学、ベンチャー企業と連携しながら、医療や教育、公衆衛生などの分野の課

題に取り組む（６）。さらに、日本市場にも投入する方針であり（７）、コールセンターなどで

の需要を開拓したり（８）、富裕層向け銀行サービスの強化に活用しようとしている（９）。 

 

  2014年 1月 29日の日本経済新聞、日経産業新聞では、グーグルが人工知能を手掛ける

英ベンチャー企業、ディープマインド・テクノロジーズを買収したと報じている（１０）（１１）。
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買収金額は約５１５億円である。その他、2013年 10月には、ジェスチャー認識技術の米国

フラッター、2013年 12月には、東大発ベンチャー企業で人型ロボットなどの開発のシャフ

ト、また 2014年 1月には、ネットに対応するエアコン制御装置などの開発の米国ネスト・

ラボなどを買収している（１０）。 

  また、フェイスブックも 2013年 12月、米ニューヨーク大学のヤン・ルカン教授をト

ップに据えたＡＩ研究所を設置した（１０）（１２）。 

  さらに、中国のインターネット検索大手、百度（バイドゥ）は、2014年 5月 16日、人

工知能の研究所をシリコンバレーに開設した。スタンフォード大学のアンドリュー・ング

氏をトップに迎え、米グーグルに対抗する（１３）。 

   

  将棋の世界でもコンピュータがプロ棋士を負かすようになってきており、2012年 1月

に、故・米長邦雄将棋連盟会長に勝っている。さらに、2013年 3月 23日～4月 20日に開

催された「第 2回電王戦」にて、プロ棋士５人とコンピュータ５種が団体戦で戦い、コン

ピュータ側が３勝１敗１引分けで勝利している（１４）。 

  コンピュータ将棋のプログラムのアルゴリズム作成方法についても、格段の進歩がみ

られるという。2014年 3月 3日の日経産業新聞によれば（１５）、「世界コンピュータ将棋選手

権」で優勝４回を誇る「激指」の将棋プログラムのアルゴリズムは、人間が開発したもの

ではなく、コンピュータがプロ棋士による数万個の棋譜を分析し、指し手を「機械学習」

することで、アルゴリズムを自動生成していると述べている。つまり、機械やロボットに

知性を与えるアルゴリズムを作る作業までもが、コンピュータに取って代わられるように

なった。 

 

  松田卓也氏は、著書『2045年問題 コンピュータが人類を超える日』（１６）にて、アメリ

カのコンピュータ研究者であるレイ・カーツワイルが、コンピュータ技術が爆発的に発展

し、コンピュータの能力が、2045年に全人類の知能を超えてしまうと主張していることを

紹介している。 

  エリク・ブリニョルフソン／アンドリュー・マカフィー共著の『機械との競走』（１７）

では、コンピュータが加速度的に人間だけができたはずの仕事の領域を侵食しつつあるの

で、まさに機械に人間が駆逐されつつあると主張している。その理由は、技術の進歩が「速

すぎる」からだとしている。 

   

  今後、人間が困難な事象に立ち向かい、切り抜ける知恵を絞りだすことを怠るならば、

人間が機械に駆逐される時期は、さらに早まるかもしれない。しかし、これまで、人間は

「考える」精進を重ね、多くの偉人を輩出してきた歴史があり、今後もこれが継続され、

将来は機械と協力しながら進歩していくということを期待したい。 
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エリク・ブリニョルフソン／アンドリュー・マカフィーの著作『機械との競争』（１７）

から次のような話を紹介して稿を結びたい。 

 

  1997年、人間界最高のチェスの名手であるガルリ・カスパロフは、ＩＢＭが１０００

万ドルを投じて開発したスーパーコンピュータ、「ディープブルー」に敗れた。その後、ど

うなったか。現在世界最高のチェスプレーヤーは、コンピュータではないのである。人間

でもない。アメリカ人のアマチェア二人と３台のコンピュータで編成されたチームである。

二人は、コンピュータを操作して学習させる能力に長けている。つまり、人間とコンピュ

ータが協力しながら戦ったチームが、強力マシン、人間に勝っているのである。 

 

以上 
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